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名
簿
細
則
モ
デ
ル
も
変
更 

改
定
版
発
行 

管
理
組
合
の
債
務
不
履
行
責
任
追
及 

委

託 

業
者
の 

「
選
任
監
督
上
の
過
失
」
に
限
定 

１
０
月
２
０
・
２
１
日
、

横
浜
市
の
神
奈
川
県
弁
護

士
会
館
で
開
か
れ
た
第
２

１
回
全
国
マ
ン
シ
ョ
ン
問

題
研
究
会
で
の
報
告
事

例
。 

〈事
案
の
概
要
〉 

売
買
予
約
付
き
で
最
上

階
の
住
戸
に
入
居
し
た
賃

借
人
が
、
屋
上
な
ど
か
ら

の
漏
水
で
専
有
部
分
を
使

用
で
き
な
か
っ
た
と
し
て

管
理
規
約
上
の
責
務
を
果

た
さ
な
か
っ
た
「
債
務
不

履
行
」
も
し
く
は
土
地
の

工
作
物
責
任
に
基
づ
く
損

害
賠
償
を
求
め
て
、
管
理

組
合
を
提
訴
し
た
事
案
。 

◇ 

マ
ン
シ
ョ
ン
は
築
約
３

０
年
・
６
階
建
て
。 

マ
ン
シ

ョ
ン 

管
理
セ
ン
タ
ー 

 

公
益
財
団
法
人
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
セ
ン
タ
ー
は
１

２
月
１
４
日
、『
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
組
合
に
適
用
さ
れ

る
個
人
情
報
保
護
法
と
管

理
組
合
で
作
成
す
る
名
簿

の
取
扱
い
に
関
す
る
細
則

モ
デ
ル
（
改
正
個
人
情
報

保
護
法
を
踏
ま
え
改
定
）』

を
発
刊
し
た
。
２
０
１
７

年
５
月
の
改
正
個
人
情
報

保
護
法
全
面
施
行
に
伴

い
、
１
４
年
１
２
月
に
発

行
し
た
『
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
組
合
で
作
成
す
る
名
簿

の
取
扱
い
に
関
す
る
細
則

に
つ
い
て
』
を
改
定
し
た
。 

 

同
モ
デ
ル
で
は
、
法
改

正
に
伴
い
内
容
を
大
幅
に

変
更
。
組
合
員
名
簿
・
居

住
者
名
簿
・
要
援
護
者
名

簿
の
取
り
扱
い
に
関
す
る

細
則
も
一
部
変
更
を
加
え

た
。 

 

組
合
員
名
簿
で
は
、
改

定
前
は
「
管
理
に
当
た
る
」

立
場
だ
っ
た
理
事
長
に
つ

い
て
、「
名
簿
の
取
り
扱
い

に
関
す
る
責
任
者
」
と
明

記
。
新
た
に
「
提
供
情
報

の
記
録
」「
組
合
員
名
簿
の

取
り
扱
い
の
委
託
」
に
関

す
る
条
文
を
設
け
て
い

る
。 

 

居
住
者
名
簿
で
は
、
利

用
可
能
者
を
「
理
事
長
と

そ
の
許
可
を
受
け
た
者
」

と
し
、
利
用
目
的
・
第

三
者
利
用
の
制
限
に
関

す
る
条
文
を
加
え
る
な

ど
の
変
更
を
施
し
て
い

る
。 

 

個
人
情
報
保
護
法
上

の
「
個
人
情
報
取
り
扱
い

事
業
者
」
に
適
用
さ
れ
る

内
容
を
、
管
理
組
合
に
即

し
て
ま
と
め
た
管
理
組

合
版
の
「
個
人
情
報
保
護

規
程
」
も
参
考
資
料
と
し

て
添
付
し
た
。 

 

同
セ
ン
タ
ー
は
「
管
理

組
合
が
名
簿
作
成
に
当

た
り
、
ど
う
い
っ
た
こ

と
に
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
が
示
さ
れ

て
い
る
」
と
し
て
い
る
。 

 

税
込
み
定
価
１
０
８

０
円
。
登
録
管
理
組
合

な
ど
は
９
７
０
円
。
Ａ

４
版
。
８
９
ペ
ー
ジ
。 

 

問
い
合
わ
せ
は
出
版

部
☎
０
３
（
３
２
２
２
）

１
５
３
５
ま
で
。（
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
新
聞
１
０

９
２
号
） 

入
居
か
ら
約
２
年
後

の
２
０
１
１
年
６
月
に

天
井
裏
か
ら
漏
水
が
発

覚
し
た
た
め
、
管
理
組
合

は
同
年
８
～
９
月
、
屋
上

防
水
な
ど
を
実
施
。
だ

が
、
こ
の
年
の
１
０
月
に

は
天
井
や
柱
付
近
の
床

に
漏
水
の
染
み
が
発
覚
。

１
２
年
３
月
に
も
漏
水

が
発
生
し
、
補
修
が
行
わ

れ
た
が
、
床
の
漏
水
は
続

い
た
。 

別
の
専
門
業
者
が
１

４
年
９
月
ご
ろ
、
床
へ
の

漏
水
の
有
無
を
調
べ
る

た
め
散
水
試
験
を
実
施

し
た
結
果
、
サ
ッ
シ
の
経

年
劣
化
な
ど
を
原
因
と

す
る
浸
水
が
確
認
さ
れ
、

サ
ッ
シ
は
１
５
年
６
月

ま
で
に
管
理
組
合
の
費

用
負
担
で
交
換
し
た
。 

そ
れ
を
受
け
て
区
分

所
有
者
・
賃
借
人
と
管

理
組
合
は
同
年
７
月
、

一
連
の
漏
水
に
つ
い
て

管
理
組
合
が
修
復
費
用

２
３
７
万
６
０
０
０
円

を
払
い
、
修
復
に
充
て

な
い
と
き
は
返
還
す
る

内
容
の
合
意
を
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
約
１
カ

月
半
後
に
ま
た
床
の
漏

水
が
発
生
。
外
壁
等
に

水
の
存
在
が
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
た
め
、

補
修
し
た
。 

賃
借
人
は
同
年
１
０

月
、「
管
理
組
合
が
そ
の

責
任
と
負
担
で
共
用
部

分
を
管
理
す
る
」
と
定

め
た
管
理
規
約
に
反
し

漏
水
を
解
決
し
な
い
た

め
、
住
戸
を
使
用
で
き

な
か
っ
た
と
し
て
区
分

所
有
者
か
ら
譲
渡
を
受

け
た
債
務
不
履
行
・
民

法
７
１
７
条
１
項
の
土

地
の
工
作
物
責
任
を
請

求
。
賃
料
相
当
額
６
４

０
万
６
８
０
０
円
の
支

払
い
を
求
め
て
提
訴
し

た
。 

〈判
決
要
旨
〉 

一
審
・
横
浜
地
裁
判

決
は
、
管
理
規
約
の
規

定
か
ら
「
共
用
部
分
か

ら
専
有
部
分
へ
の
漏
水

で
専
有
部
分
の
使
用
に

支
障
が
生
じ
た
と
き

は
、
漏
水
の
程
度
に
応

じ
」、
区
分
所
有
者
に
は

改正個人情報保護法に対応 
 

度

重

な

る 

漏
水
発
生
で 

「
漏
水
で
被
っ
た
使
用

料
相
当
額
等
の
損
害
賠

償
を
求
め
る
余
地
が
あ

る
」
と
指
摘
し
た
。 

た
だ
管
理
組
合
が
事

前
に
漏
水
を
予
測
し
た

り
す
る
の
は
難
し
く
、
ま

た
専
有
部
の
漏
水
を
発

見
す
る
の
は
占
有
者
で

あ
る
の
が
通
常
だ
と
い

っ
た
点
を
考
慮
し
、
漏
水

発
生
の
連
絡
を
受
け
、
そ

の
後
遅
滞
な
く
調
査
や

補
修
工
事
を
行
う
な
ど

し
て
漏
水
を
止
め
た
場

合
は
「
共
用
部
分
に
瑕
疵

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は

で
き
ず
、
損
害
賠
償
義
務

を
負
う
こ
と
は
な
い
」
と

述
べ
た
。 

そ
の
上
で
、
最
初
に
判

明
し
た
天
井
の
漏
水
は
、

補
修
後
４
年
は
再
発
し

て
い
な
い
と
し
、
管
理
組

合
の
「
的
確
な
対
処
が
さ

れ
て
お
り
、
債
務
不
履
行

責
任
は
生
じ
な
い
」
と
判

断
し
た
。 

（次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
） 
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編集後記 

多くの管理組合では役員の任期は 1 年となっています。管理組合の運営に一貫性と継続性を持たせるために、 

理事会役員の改選方法変更（1年で全員入れ替えから 2年で半数入れ替える方式）を検討する管理組合が徐々 

に増えて来ていますが、最初に 2年任期となるのをいつから始めるかでなかなか合意が出来ないところも多く 

あるようですが、先ずはこの方式の導入に踏み切った理事会からスタートするか、2巡目となった時から実施 

するにことが自然と思います。（吉田） 

 

賃
料
収
入
「
管
理
組
合
に
帰
属
」 

裁
判
で
管
理
組
合
は
一

貫
し
て
「
課
税
す
る
の
な

ら
管
理
組
合
で
は
な
く
、

各
区
分
所
有
者
に
課
税
す

べ
き
」
と
主
張
し
た
。 

控
訴
審
で
は
一
審
同

様
、「
共
用
部
分
や
敷
地
等

の
所
有
権
が
個
々
の
区
分

所
有
者
に
帰
属
し
て
い
る

以
上
、
そ
こ
か
ら
発
生
す

る
収
益
は
各
区
分
所
有
者

が
持
ち
分
に
応
じ
て
収
受

す
る
も
の
で
あ
り
、
管
理

組
合
に
は
一
度
も
帰
属
し

て
い
な
い
」
と
言
及
。 

通
信
会
社
と
管
理
組
合

が
結
ん
だ
賃
貸
借
契
約
は

「
各
区
分
所
有
者
が
主
体

と
な
っ
て
管
理
組
合
を
代

理
人
と
し
て
結
ん
だ
も

の
」
だ
と
し
、
総
会
決
議

も
「
各
区
分
所
有
者
の
全

員
が
委
任
の
内
容
を
区
分

所
有
法
上
の
集
会
で
同
意

し
て
い
る
だ
け
で
、
個
々

の
区
分
所
有
者
の
同
意
で

あ
り
、
団
体
の
決
議
で
は

な
い
」
と
な
ど
と
持
論
を

述
べ
た
。 

賃
料
収
入
は
各
区
分
所

有
者
で
は
な
く
管
理
組

合
の
預
金
口
座
に
振
り

込
ま
れ
て
い
た
が
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
賃

料
が
「
管
理
組
合
に
滞

留
す
る
こ
と
を
規
約
・

総
会
等
で
承
認
し
て
い

る
」
と
し
て
「
管
理
組

合
が
区
分
所
有
者
の
指

示
の
下
、
区
分
所
有
者

の
収
入
・
支
出
の
管
理

を
行
っ
て
い
る
と
み
る

べ
き
」
だ
と
訴
え
た
。 

◇ 

こ
れ
ら
の
主
張
に
対

し
、
秋
吉
裁
判
長
は
ま

ず
、
通
信
会
社
と
の
賃

貸
借
契
約
は
「
権
利
能

力
な
き
社
団
の
代
表
者

で
あ
る
理
事
長
が
社
団

の
名
で
締
結
し
た
も

の
」
と
認
定
し
た
。 

そ
の
上
で
、
賃
料
収

入
は
管
理
組
合
の
「
雑

収
入
」
と
し
て
処
理
さ

れ
る
こ
と
な
ど
が
総
会

で
承
認
さ
れ
て
い
る
点

か
ら
、
そ
の
効
果
は
各

区
分
所
有
者
に
総
有
的

に
帰
属
し
、
そ
の
収
益

も
管
理
規
約
に
基
づ
き

「
総
会
に
お
け
る
団
体

的
承
認
を
受
け
な
が
ら

管
理
・
運
営
さ
れ
て
い

る
」
と
指
摘
。
賃
料
収
入

は
「
個
々
の
区
分
所
有
者

携
帯
基
地
局
設
置
に
よ
る
賃
料
収
入
を
収
益
事
業
だ
と
認
定
し
、
管
理
組
合
に
課
税
し
た
の
は
誤
り
だ

と
し
て
金
沢
市
の
管
理
組
合
が
国
を
相
手
に
課
税
処
分
の
取
り
消
し
を
求
め
た
裁
判
の
控
訴
審
判
決
が
１

０
月
３
１
日
、
東
京
高
裁
で
言
い
渡
さ
れ
た
。
秋
吉
仁
美
裁
判
長
は
、
賃
料
収
入
は
法
人
税
法
上
の
「
『
法

人
と
み
な
さ
れ
る
人
格
の
な
い
社
団
等
』
に
帰
属
す
る
収
益
と
評
価
し
得
る
」
な
ど
と
し
て
、
管
理
組
合

の
請
求
を
棄
却
し
た
。 

の
個
人
財
産
と
は
異
な

り
、
管
理
組
合
の
団
体
的

規
律
に
伴
う
性
質
の
も

の
」
で
、
法
人
税
法
上
の

「
法
人
と
み
な
さ
れ
る
人

格
の
な
い
社
団
等
」
に
帰

属
す
る
収
益
だ
と
結
論
付

け
た
。 

管
理
組
合
の
「
総
会
決

議
は
団
体
の
決
議
で
は
な

い
」
と
す
る
持
論
に
対
し

て
は
「
総
会
決
議
で
は
共

用
持
ち
分
の
多
寡
に
か
か

わ
ら
ず
１
住
戸
１
議
決
権

と
さ
れ
、
共
用
持
ち
分
に

応
じ
た
議
決
権
の
行
使
が

制
限
さ
れ
て
い
る
」
と
述

べ
、「
こ
れ
を
各
区
分
所
有

者
の
集
合
体
の
意
思
決
定

と
み
な
し
得
る
か
は
疑
問

が
あ
る
」
と
疑
義
を
呈
し

た
。 決

議
を
承
認
し
な
か
っ

た
区
分
所
有
者
が
い
た
点

か
ら
、
未
承
認
者
は
「
決

議
で
の
契
約
の
締
結
を
委

（前
ペ
ー
ジ
の
つ
づ
き
） 

二
審
・
東
京
高
裁
判

決
は
、
一
審
同
様
管
理

組
合
の
債
務
不
履
行
に

つ
い
て
、
共
用
部
分
の

管
理
義
務
違
反
が
あ

り
、
区
分
所
有
者
が
損

害
を
受
け
た
場
合
に
は

「
当
該
区
分
所
有
者
に

債
務
不
履
行
責
任
を
負

う
」
と
指
摘
し
た
。 

た
だ
、
管
理
組
合
は

漏
水
対
応
の
よ
う
な
専

門
技
術
的
な
事
項
に
つ

い
て
「
自
身
で
対
応
す

る
能
力
は
な
い
」
と
言

及
。
管
理
組
合
は
共
用

部
分
の
管
理
責
任
を
負

う
者
と
し
て
、
漏
水
発

生
の
連
絡
を
受
け
た
と

き
は
、
遅
滞
な
く
専
門

業
者
に
調
査
や
工
事
を

依
頼
す
る
こ
と
を
要
す

る
が
、
こ
う
し
た
依
頼
を

し
た
場
合
は
「
依
頼
し
た

専
門
業
者
の
選
任
監
督

上
の
過
失
が
あ
る
と
き

に
限
り
『
帰
責
事
由
』
が

あ
る
と
し
て
管
理
組
合

の
債
務
不
履
行
責
任
を

問
う
こ
と
が
で
き
る
」
と

の
解
釈
を
示
し
た
。 

〈コ
メ
ン
ト
〉 

 

高
裁
判
決
は
「
管
理
組

合
が
委
託
し
た
専
門
業

者
は
履
行
代
行
者
で
、
選

任
監
督
上
の
過
失
が
な

い
と
き
は
管
理
組
合
は

責
任
を
負
わ
な
い
」
と
判

断
し
た
。 

 

地
裁
判
決
は
「
履
行
補
助

者
」
だ
と
し
て
い
た
。
業
者

の
立
場
が
補
助
者
か
ら
代

行
者
に
代
わ
っ
て
お
り
、
判

決
の
影
響
は
大
き
い
と
考

え
て
い
る
。 

 

工
事
の
範
囲
や
程
度
、
費

用
に
つ
い
て
判
断
す
る
の

は
管
理
組
合
だ
が
、
管
理
会

社
や
工
事
業
者
に
委
ね
て
、

そ
れ
が
不
十
分
で
も
管
理

組
合
が
「
そ
れ
で
も
い
い
」

と
言
い
出
し
た
と
き
「
履
行

代
行
者
だ
か
ら
責
任
は
な

い
」
と
さ
れ
て
し
ま
う
と
、

区
分
所
有
者
は
管
理
組
合

の
責
任
が
問
え
な
い
立
場

に
立
た
さ
れ
て
し
ま
い
、

救
済
の
道
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
は
、
と
い
う

問
題
を
感
じ
て
い
る
。 

 

区
分
所
有
者
だ
け
が
費

用
と
時
間
を
か
け
て
、
管

理
会
社
や
補
修
業
者
の
不

手
際
を
追
及
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
は
荷
が
重
す

ぎ
る
。
責
任
を
緩
め
て
曖

昧
化
す
る
の
は
、
結
局
は

マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
に
と

っ
て
い
い
方
向
に
な
ら
な

い
と
考
え
る
。（
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
新
聞
１
０
８
９

号
） 

判
決
の
影
響
大
き
い 

業
者
を
「
履
行 

代
行
者
」
認
定 

携
帯
基
地
局
の
設
置
に 

伴
う
課
税
措
置
に
異
議 

組
合
側
の
控
訴
を
棄
却 
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任
し
た
と
は
い
え
な
い
」

と
も
。 

そ
の
ほ
か
「
契
約
を
締

結
す
る
理
由
と
し
て
区

分
所
有
者
の
収
入
で
は

な
く
、
管
理
組
合
の
収
入

増
加
に
つ
な
が
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
」

「
各
会
計
年
度
の
決
算

で
、
各
区
分
所
有
者
に
個

別
に
分
配
さ
れ
る
よ
う

に
処
分
さ
れ
る
こ
と
を

求
め
る
に
足
り
る
証
拠

は
な
い
」
な
ど
の
点
か

ら
、
賃
貸
借
契
約
は
「
権

利
能
力
な
き
社
団
で
あ

る
管
理
組
合
を
事
業
主

体
と
す
る
も
の
」
と
し

た
。
（
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

新
聞
１
０
９
０
号
） 


